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2年生も半分が過ぎました。この中学校生活早くも折り返し・・・。この半年ど

うだっただろうか・・・？この1年半どうだっただろうか・・・？

ここからの1年半はやはり進路と今まで以上に向き合っていかないといけません。

学習に取り組む姿勢や自分に対する甘えを改善していく必要があります。今からち

ょっとずつ変えていかないと「3年生になったら・・・」は思ったより難しく、結局

スイッチが入りだすのは３年の夏休みが終わってからぐらいの子もたくさん見てき

ました。３年生になれば周りは思った以上に頑張り始めます。そのためには今から

少しずつ準備をしておくほうがいいと思います。

「凡事徹底」 ～当たり前のことを徹底的に～

・準備 “もの”の準備、“気持ち”の準備、“体”の準備

・向き合う 常に自分自身と“向き合い”、反省を

・信用・信頼 日々の積み重ねが“信用・信頼される人“に

今一度、当たり前のことが当たり前にできているか確認しましょう。それができ

ていないときの自分は気持ちが緩んでいる証拠。

上にもある通り、①何事にも準備が必要。「備えあれば憂いなし」という言葉もある

ぐらい基本的なこと。②自分自身としっかりと向き合う習慣をつけてください。③人と

して大事な信用される人、信頼される人になるため、日々の行動の積み重ねが大事です。

さあ、残り1年半どう過ごしますか・・・？

体育大会の練習があります。

水筒を忘れないようにしてください！
暑い日が続いています。また、体育大会の練習も始まっています。水分を多めに用

意するようにしてください。また、体調が悪いときは無理をしないようにしましょう。

校外学習を計画しています。

１１月１７日（金）に大阪市内の施設を班でまわる校外学習を計画しています。
すでに、総合の時間を使って、どの施設をまわるかなどの計画を立て始めています。
詳しい持ち物などについては、後日要項を配付します。

・次回の学校諸費の引き落としは、10月５日（木）です。3，０００円の口座への入金
よろしくお願いします。

・給食費の引き落としが始まります。初回は11月27日（月）です。

日 曜 1 2 3 4 5 6 給食 クラブ

1 日

2 月 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 専門委 ○ ○

3 火 火１ 火２ 火３ 火４ ○ ○

4 水 水１ 水２ 水３ 水４ 水５ 総合 ○ ●

5 木 道徳 木２ 木３ 木４ 木５ 木６ ○ ○

6 金 金1 金２ 金３ 金４ 木４ 学活 ○ ○

7 土

8 日

9 月

10 火 火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ ○ ○

11 水 水１ 水２ 水３ 水４ 水５ 総合 ○ ●

12 木 道徳 木２ 木３ 木４ 木５ 木６ ○ ○

13 金 金1 金２ 金３ 金４ ○ ○

14 土

15 日

16 月 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 全校集会 ○ ○

17 火 火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ ○ ○

18 水 金1 金２ 金３ 金４ 木５ 学活 ○ ○

19 木 ○ ×

20 金 ×弁当 〇

21 土

22 日

23 月 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ ＳＡ ×弁当 ○

24 火 火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ ○ ×

25 水 道徳 木２ 木３ 木４ 木５ 演説会 ○ ●

26 木 水１ 水２ 水３ 水４ 水５ 総合 ○ ○

27 金 金1 金２ 金３ 金４ 火２ 学活 ○ ○

28 土

29 日

30 月 月１ 月２ 月３ 月４ 月５ 木６ ○ ○

31 火 火１ 火２ 火３ 火４ 火５ 火６ ○ ○

ＳＳ公開授業

体育大会

体育大会予行 準備

6限：木６　　　　　　　来てみてスクール（2日まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育相談週間

木１～６　6限：立会演説会　選挙管理委員会③　ＳＣ

水１～６

5限：火２

ＳＡ：ＱＵ②　生活アンケート　弁当必要

6限：全校集会

11月

授業参観・進路説明会（２日）
期末テスト（２７～２９日）

●…部活動１６：５０まで　

ＳＣ…スクールカウンセラー

金１～６　５限：木５　選挙管理委員会②立候補締め切り　ＳＣ

体育大会予行（AM：予行　PM：準備）（雨天：木１～４　準備）

体育大会（雨天：月１～６　6限：ＱＵ・生活アンケート）弁当必要

スポーツの日

ＰＭ：ＳＳ公開授業（該当クラスのみ）

生徒会選挙公示　

５限：木４

地区祭礼

地区祭礼

10月行事予定
学校行事

6限：専門委員会　　選挙管理委員会①
火１～４　５・６限　２年体育大会練習

ＳＣ

体育大会練習

https://uxdaystokyo.com/articles/glossary/self-handicapping/

